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2014 年大会案内（第 3 報）

◆日本第四紀学会 2013 年大会案内（第 3 報）

1．日時・開催場所
　　2014 年 9 月 5 日（金）～ 9 月 9 日（火）
　　東京大学柏キャンパス（柏市柏の葉 5-1-5）

2．日程
　　9 月 5 日（金）　プレ巡検
　　9 月 6 日（土）　シンポジウム・一般研究発表（口頭およびポスター）・評議員会
　　9 月 7 日（日）　シンポジウム・一般研究発表（口頭およびポスター）・総会・懇親会
　　9 月 8 日（月）　シンポジウム・一般研究発表（口頭およびポスター）
　　9 月 9 日（火）　ポスト巡検

3．発表の申し込み

発表者の資格と発表件数の制限
　2014 年大会においては来年の INQUA 名古屋大会を念頭において、INQUA commission ごとにシンポ
ジウムを開きます。発表者は従来の一般発表のほかにシンポジウムを発表の場に選ぶことができ、共に口
頭発表とポスター発表があります。招待講演者を除き、筆頭発表者は日本第四紀学会会員である必要があ
りますので、ご注意下さい。口頭発表は原則 1 人 1 件、ポスター発表についてはその制限を設けません。
多数の講演に対応できるよう会場を準備しますが、シンポジウム発表に申し込まれる場合には、シンポジ
ウムのポスター発表、もしくは、一般口頭発表に変更させて頂く場合があることをご了承ください。なお、
本会会員で大会時 39 歳以下の方は、発表の場所や様式にかかわらず若手発表賞にエントリーすることが
できます。エントリー希望の方は発表申込書にご記入ください。

発表申込書と講演要旨の送付方法および締切り：2014 年 6月 30日（月）
　発表を希望される方は、発表申込書と講演要旨を電子メールに添付してお申し込みください。発表タ
イトルごとにひとつの電子メールとし、メールの件名は必ず「一般発表申込：筆頭発表者名（2 件申し
込む場合は A、B を末尾につけて両者を区別して下さい）」として下さい。送付先のメールアドレスは、
jaqua2014(at)gmail.com（送付の際には (at) を＠に変えてください）です。発表申込書と講演要旨のテン
プレートは、それぞれ学会ウェブサイト（http://quaternary.jp/meeting/index.html#2014）からダウンロー
ドしてご使用ください。発表申込書については、本通信 5 ページに見本を示します。発表者は発表場所（一
般発表あるいは各シンポジウム）と様式（口頭あるいはポスター）のご希望を申請ください。講演要旨の
原稿は、シンポジウム・一般発表ともに A4 サイズ 1 ページとし、印刷後は B5 に縮小されます。詳しくは、
講演要旨のテンプレート中に記載されている事項を良くお読みください。申し込み締切りは 2014 年 6 月
30 日（月）です。

4．参加費・懇親会申し込み等
○大会参加費：2,000 円（会員・非会員を問わず）。会場受付でお支払い下さい。
　ただし、大学院生の会員は 1,500 円、70 歳以上の会員と学部学生、シンポジウム依頼講演者は無料です。
○講演要旨集：予定価格 2,000 円
　（会場で直接販売。ただし、発表数等によって価格が若干変動する場合があります）
○会期中の昼食：大学生協が利用できます。
○懇親会に参加される方は申し込みをお願いいたします。
　日　時 ： 9 月 7 日（日）18:00 ～（予定）
　会　場 ： 東京大学柏キャンパス内「プラザ憩い」
　参加費 ： 一般 5,000 円、学生 2,500 円（予定）
　予　約 ： 8 月 18 日（月）までに e-mail：jaqua2014(at)gmail.com で大会実行委員会（懇親会担当）・
　  小口までご連絡下さい。

5. シンポジウム
　2014 年大会は、以下の 5 つのシンポジウムの開催が決定しています。いずれのシンポジウムも招待
講演と一般発表を予定しております。各シンポジウムの主旨については第四紀通信の前回号（http://
quaternary.jp/report/QRNL2102.pdf）の 2 ～ 3 ページをご参照ください。

シンポジウムⅠ「下部－中部更新統境界 GSSP（仮題）」
　世話人： 岡田　誠（茨城大学）、風岡　修（千葉県地質環境研）、三田村宗樹（大阪市立大学）
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シンポジウム II「更新世・完新世の資源環境と人類」
　世話人： 小野　昭（明治大学）、工藤雄一郎（歴博）、辻　誠一郎（東京大学）
シンポジウムⅢ「プレート沈み込み境界における古地震・津波研究」
　世話人： 藤原　治（産総研）、吾妻　崇（産総研）
シンポジウムⅣ「東アジア～北西太平洋域における第四紀の気候と環境変動」
　世話人： 公文富士夫（信州大学）、竹村恵二（京都大学）、井内美郎（早稲田大学）、入野智久（北海道大学）、
　 第四紀学会古気候変動研究委員会
シンポジウムⅤ「第四紀の海水準変動と地球表層プロセス」
　世話人： 横山祐典（東京大学）、宮入陽介（東京大学）、川幡穂高（東京大学）、小口　高（東京大学）、
　　 須貝俊彦（東京大学）

6. 巡検の概要
　本大会はプレ巡検とポスト巡検の二つを企画しています。
・申し込み方法：参加希望者は、e-mail にて、希望の巡検名、氏名・所属・連絡先（住所・電話番号・メー
ルアドレス）を明記し、jaqua2014(at)gmail.com　までご連絡ください。メールタイトルは「巡検参加希
望 _ 氏名」としてください。
・申し込み締め切り：7 月 31 日（木）
◆プレ巡検「更新世前期－中期境界の国際模式ポイント候補地の巡検－房総半島養老川（千葉セクション）－」

・日　程：2014 年 9 月 5 日（金）
・案内者：風岡　修、岡田　誠、他
・参加費：検討中（弁当・水等は各自持参）
・出発地／解散地：JR 五井駅（移動はマイクロバス）
・巡検ルート：10:00 五井駅出発→ 11:00 国際模式ポイント候補地（市原市田淵、国本層 Byk zone と

GSSP 候補地周辺）→ 12:30 昼食（田淵会館の使用予定（交渉中））→ 13:30 市原市折津（養老川に架
かる橋より梅ヶ瀬層上部の遠望）→ 14:00 養老渓谷（大多喜町葛藤、大田台層上部～梅ヶ瀬層下部）
→ 15:30 粟又の滝（大多喜町粟又、黄和田層中部 Kd18 付近）→ 17:30 ～ 18:00 JR 五井駅着

・実施定員：最大 25 名（最少催行人数は 15 名）
天候および見学先の事情等により変更になることがあります。

◆ポスト巡検「第四紀年代測定等最新施設見学ツアー」
・日　程：2014 年 9 月 9 日（火）
・案内者：横山祐典、田村　亨、他
・参加費：検討中（昼食は各自）
・出発地／解散地：東大柏キャンパス（移動はマイクロバスを予定）
・巡検ルート：
10:00 大気海洋研究所 1 階エントランス
10:00-11:40 シングルステージ加速器質量分析装置、レーザーアブレーション高分解能 ICP 質量分析装

置、クリーンルーム、飼育室見学など
11:40-12:50 昼食（各自。平日なので学食は開いています）
12:50 つくばへバスで出発
14:00 産総研第七事業所受付到着
14:10-15:00 施設紹介・ルミネッセンス年代測定概要説明
15:00-16:30 ルミネッセンス実験室見学、実験室の見学終了後、地質標本館の見学（各自）
16:30 地質標本館入り口前集合、バス搭乗
17:30 ～ 18:00 東大柏キャンパス着後、TX 柏の葉キャンパス駅（終点）
・定員：最大定員 30 名（予定）

7．重要締切日程
・一般発表申し込み締め切り：6 月 30 日（月）、上記 3 参照
・巡検申し込み締め切り：7 月 31 日（木）、上記 6 参照
・懇親会の予約申し込み締め切り：8 月 18 日（月）、上記 4 参照

8．大会実行委員会
　実行委員会委員長　辻　誠一郎
　連絡先： 2014 年大会実行委員会事務局事務担当（須貝俊彦）
　　　　　〒 277-8563　千葉県柏市柏の葉 5-1-5
　　　　　東京大学大学院新領域創成科学研究科環境学研究系
　　　　　Tel/Fax　04-7136-4771
　　　　　E-mail　jaqua2014(at)gmail.com



4

2014 年大会案内（第 3 報）

会場へのアクセス
大会会場までのアクセスと会場内の建物配置に関しては、下記をご参照ください。
　http://www.kashiwa.u-tokyo.ac.jp/dowload/KashiwaCampusGuideMap.pdf
最寄り駅からのアクセス　（http://www.kashiwa.u-tokyo.ac.jp/tpp40_10.html）
キャンパス案内図　（http://www.kashiwa.u-tokyo.ac.jp/tpp40.html）

○宿泊
　宿泊施設は JR 柏駅周辺に多
数ございます。会場最寄駅のつ
くばエクスプレス柏の葉キャ
ンパス駅前には、三井ガーデン
ホテル柏の葉（7 月 8 日オープ
ン；開業記念価格予約受付中、
http://www.gardenhotels.co.jp/
kashiwanoha/）がございます。
各自ご予約ください。

　【アクセスマップ】

　【キャンパスマップ】
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日本第四紀学会 2014年大会発表申込書 

 

本申込書は，一つの発表につき一枚ずつ作成してメールの添付ファイルとして提出してください．メールのタイトル

は「一般発表申込_筆頭発表者名」としてください．招待講演者を除き，筆頭発表者は日本第四紀学会会員である必要が

あります． 

 
・氏名・所属：        

・講演題目：        

・筆頭発表者の連絡先  電話番号        FAX 番号          

メールアドレス：                  

 

・発表のセッションの選択：次のカッコのいずれかに○印をつけてください．  
（    ） 一般研究発表 
（    ） シンポジウムⅠ「下部－中部更新統境界 GSSP」 
（    ） シンポジウムⅡ「更新世・完新世の資源環境と人類」 
（    ） シンポジウムⅢ「プレート沈み込み境界における古地震・津波研究」 
（    ） シンポジウムⅣ「東アジア～北西太平洋域における第四紀の気候と環境変動」 
（    ） シンポジウムⅤ「第四紀の海水準変動と地球表層プロセス」 

 

・希望の発表形態：いずれかに○印をつけてください． 

（   ）口頭． （   ）ポスター． （   ）どちらでも構わない 

 

・若手発表賞へのエントリー （   ） 
本会会員で大会時 39 歳以下の方は，発表の場所や様式にかかわらず若手発表賞にエントリーすること

ができます．エントリー希望の方は上の括弧に○印をつけてください． 

 
・以下の「講演要旨執筆上の注意」を理解し，その内容を遵守するならば，次の文章に氏

名を記入して下さい． 
私，（        ）は「講演要旨執筆上の注意」を理解し，その内容を遵守します． 
 
 
講演要旨執筆上の注意 
 2014 年 3 月現在，講演要旨の著作権につきましては，厳密な規定がありません．そこで，現段階では基本的には発

表者の方に著作財産権があるものと判断します．一方，昨今の知的財産権をめぐる情勢から見て，送付いただいた講演

要旨に図の転載許可が得られていないものや，文献の引用が不十分なものがあると，問題が生じる可能性があります．

従いまして，以下の点についてご注意の上で執筆下さるようにお願いします．なお，これらに照らし合わせて問題があ

ると判断された講演要旨原稿については，原稿受付後であっても再提出を求める場合があります． 
1）既存の出版公表物などに対する知的財産権へのいかなる侵害も含まないこと． 
2）他から転載されている全ての図表について，転載許可を得ていること． 
3）他の論文等の引用がある場合には，当該文献を全て明記する．引用形式としては，「竹内ほか（2005）第四紀研究 , 

44, 371-381.」などのように，引用箇所が判別できる限りにおいて簡略化して構わない． 
4）日本第四紀学会の名誉を傷つけ，第四紀研究の信用を毀損する盗用データ，捏造データ，その他，当学会の倫理憲

章に反するものを含まないこと． 
5）講演要旨についての問い合わせ，苦情，紛争などが発生した場合，発表者はすべての責任を負うこと． 

以上 
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学会賞・学術賞講演会のお知らせ　　INQUA 組織委員会からのお知らせ

◆日本第四紀学会 2013 年 学会賞学術賞受賞者講演会のお知らせ

期日：2014 年 6 月 7 日（土）14:00 ～ 17:00　（参加費無料、申し込み不要）
会場：名古屋大学大学院環境学研究科環境総合館　レクチャーホール
　（会場までの道順は http://www.env.nagoya-u.ac.jp/contact/map.html　をご参照ください）
後援：名古屋大学大学院環境学研究科

13:30 ～受付開始
14:00 ～ 14:05　開会挨拶
14:05 ～ 14:50　学術賞受賞講演　中川　毅会員
　　　　　　　　「年縞研究の 20 年：より正確な時計を求めて」
　　　　　　　　　（受賞件名：後期更新世における古気候学、年代学の高度化への貢献）
14:50 ～ 15:35　学術賞受賞講演　久保純子会員
　　　　　　　　「河川と平野の地形からみえること」
　　　　　　　　　（受賞件名：河川地形環境の変遷に関する研究とその多面的な応用）
15:45 ～ 16:30　学会賞受賞講演　海津正倫会員
　　　　　　　　「沖積低地の過去を知る」
　　　　　　　　　（受賞件名：沖積低地と自然環境変化に関する一連の研究）
16:30 ～ 16:55　質疑応答
17:00　閉会

◆ INQUA 組織委員会からのお知らせ

　INQUA 名古屋大会のセッションを公募しておりましたが、お陰さまで 131 件の申請がありました。
ご協力ありがとうございました。このセッション数は前回のベルン大会のセッション数と比べて多
く、類似したセッションもあることから、現在 Allan ChivasINQUA 前会長を委員長とする科学委員
会で調整中です。
　大会の準備では、2014 年 7 月から論文投稿ができるように現在システムを JTB-COM と共同で作
成準備中です。順調に進捗していることから予定通り開始できるかと思います。論文投稿は、口頭発
表とポスター発表共に、2014 年 12 月 20 日が締め切りになります。また、参加補助の申請も、同
じ期日になります。投稿できる期間は 5 ヶ月ほどしかありませんので、ご注意下さい。皆さんから
のたくさんの発表と参加登録をお待ちしています。
　募金に関しては、前号の通信で一部修正を記載致しましたが、JNTO を経由する募金の書類や募金
に関する情報を INQUA の日本語のページに掲載致しました。提出する書類もダウンロード可能です。
http://inqua2015.jp/j/support/donation.htm
　大会を成功させるためにも、またアジアを中心とした発展途上国からの参加や若手研究者へ参加を
支援するためにも、是非ご協力頂けますようお願い申し上げます。
　今後とも、引き続きご協力とご支援をお願い申し上げます。
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研究集会参加報告　　学生会員継続届提出のお願い

  2014 年 3 月 7 日、滋賀県琵琶湖博物館で猪苗代
湖湖底ボーリングコアについての研究集会が行わ
れた。この湖底堆積物ボーリングコア（INW2012）
は 2012 年 9 ～ 11 月に福島大学の磐梯－朝日遷
移プロジェクトの一環として掘削されたもので、
猪苗代湖心部では初めて基盤まで到達した長いコ
ア試料である。また、近接する 2 つの掘削の採取
深度をずらすことで連続性の保証された複合コア
試料が得られている（複合深度 2817cm）。 
　本研究集会の目的は、 INW2012 コアについて、
とくに最上部の最近 2000 年間についての結果を
報告することである。福島大学、早稲田大学、信
州大学、大阪市立大学、琵琶湖博物館などの研究
者が分担して、異なる解析が同時進行で行われて
いる。具体的には、福島大学では、コア試料の処
理や岩相記載、珪藻化石の分析および化学分析が
行われ、早稲田大学では粒度分析、信州大学では
有機炭素含有率、大阪市立大学では微粒炭、琵琶
湖博物館では花粉化石の分析が行われている。今
回の研究集会では、各々の研究機関で行われた 1
年間の解析結果が報告された。
　本研究集会では、INW2012 コアでも、2000 年
前から現在にかけての分析を重点的に比較の対象
とした。化学分析からは暗色の層に鉄と硫黄が多
く含まれていることが分かり、粒度分析からは猪
苗代湖では非常に多くのイベント層（タービダイ
ト層や洪水層）などが含まれているなど、各方面
で猪苗代湖のコアの解析が進んでいる。
　私の研究ではこのコアを対象として、4.8 万年
間の有機炭素量の変動を明らかにした。猪苗代湖

の有機炭素量は、他の湖の有機炭素の変動やグリー
ンランド氷床の酸素同位体比変動と同調すること
から気温に支配されやすいことが示唆される。ま
た、最上部の最近の 2000 年間を他の指標と比較
することで、猪苗代湖における特徴的なラミナの
形成プロセスの解明に貢献することができるかも
しれない。 
　猪苗代湖には、形成初期から現在にいたる変遷
過程でいまだに分からないことが多くあり、湖底
堆積物に関しても、ラミナの成因など謎は多い。
今後の 1 年で多方面での分析が進み、全層準に対
しても解析が進めば、猪苗代湖の環境変遷史がよ
り詳細に解明されるであろう。なお、参加者は 23
名であった。

◆「猪苗代湖の湖底堆積物コア（INW2012）からみた過去 2000 年間の湖環境変遷」に
　参加して

渡邊　慶（信州大学大学院理工学系研究科 1年生）

猪苗代湖研究集会の様子

◆学生会員の皆さまへ「学生会員継続届け」提出のお願い

　2000 年度から学生会員は、毎年在籍中であることを「学生会員継続届け」として提出して頂く
ことになっています。
　2014 年度（2014 年 8 月 1 日～ 2015 年 7 月 31 日）を学生会員として継続希望される方は、
A4 判の用紙（様式自由・ワープロ使用）に、申請者の所属・学年・氏名・連絡先・指導教官氏名
を明記のうえ、指導教官の署名または捺印を添えてお送りいただくか、有効期限が明記された学生
証のコピーを 2014 年 7 月 31 日（木）までに日本第四紀学会事務局まで郵送して下さい。本届が
提出されない場合は、2014 年度第 1 回目会費請求時に、正会員会費にて会費請求がされますので、
ご注意下さい。
　なお、2013 年度から学生会員として入会された方も提出願います。
　また、日本学術振興会特別研究員（PD）や科学技術特別研究員などは通常会員となります。

　問合先・送付先：〒 169-0072　東京都新宿区大久保 2 丁目 4 番地 12 号
　　　　　　　　　　　　　　　　新宿ラムダックスビル　日本第四紀学会事務局
　　　　　　　　　E-mail：daiyonki(at)shunkosha.com 
　　　　　　　　　TEL：03-5291-6231　　FAX：03-5291-2176
　提出方法：郵便に限ります。
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★★★  第四紀通信に情報をお寄せ下さい  ★★★

第四紀通信の原稿は随時受け付けております。
広報幹事：齋藤めぐみ（memekato(at)kahaku.go.jp）宛にメールでお送り下さい。
第四紀通信は奇数月上旬原稿締め切り、偶数月 1 日刊行予定としていますが、情報の速報性という
ことから、版下が完成した段階でホームページに掲載するよう努力しています。奇数月 15 日頃
にはホームページにアップするようにしていますのでご利用下さい。

日本第四紀学会広報委員会　国立科学博物館　地学研究部　齋藤めぐみ
〒 305-0005　茨城県つくば市天久保 4-1-1　　FAX：029-853-8998

広報委員：那須浩郎・糸田千鶴　　編集書記：岩本容子

日本第四紀学会ホームページ http://quaternary.jp/ から第四紀通信バックナンバーの PDF ファイ
ルを閲覧できます。

会員消息

日本第四紀学会事務局
〒 169-0072　東京都新宿区大久保 2 丁目 4 番地 12 号　新宿ラムダックスビル 10 階
　　　　　　　株式会社春恒社　学会事業部内　
E-mail：daiyonki(at)shunkosha.com　　電話：03-5291-6231　　FAX：03-5291-2176


